
発行責任者：川瀬 純一   

事務局＆問合せ：小原 翔  

：047-450-4663

mail：info@yachiyo-oikos.jp

第 23号
平成 25年 5月 15日発行

NPO法人八千代オイコス

http://www.yachiyo-oikos.jp/

印旛沼のあれこれ **第 10 話 「沼の鳥たち」**  

日本では現在まで約５５０種類以上の野鳥が観察され、このうち５４２種類が日本産の野鳥とされてい

ます。印旛沼では２００種類以上の野鳥が確認されています。

先ず身近に見られ身体の最も大きいのがアオサギです。サギの仲間であるダイサギ・チュウサギ・コサ

ギ・ゴイサギなども年間を通して見られ、沼に仕掛けられた＊グレや、漁具の杭などに止っている姿を見

る事が出来ます。

冬はカモたちの宝庫と云われるほど沢山飛来し、水の中に潜らないで餌を食べる水面採餌の「淡水カモ」

と呼ばれる マガモ・コガモ・ヨシガモ・オオヨシガモ・オナガガモと一年中見られるカルガモ等がいま

す。又この他に「海カモ」と呼ばれ水中に潜り、魚や沼エビを捕る潜水カモのホシハジロ・キンクロハジ

ロ・スズカモが見られますが、その中に混じってパンダのような模様のミコアイサ等も見られます。

さて今 印旛沼及び流域に生活している生き物たちは、その生息数を減ら

していると云われています。印旛沼をきれいにして、周りの自然環境を整え、

良くすれば自ずと虫や魚たちが増え、またそれを餌にする野鳥と出会える事が出来ます。自然環境とは「生

き物たちの生きている場所」すなわち「生き物そのもの」なのです。（田邉）

＊グレ（簀立－すだて）――全て竹簀で編み、大きいもので長さ１００ｍ近くもあったが、今はほとんど見る事が

出来ない。漁獲対象はコイ、フナ、ナマズ、カムルチー（ライ魚）の大型魚類。    

（財）印旛沼環境基金発行・いんば沼第３０号「いんば沼に遊ぶ」より抜粋

いんば沼でみられるもっとも

大きな水鳥「アオサギ」

編集後記

総会終了後に毎月の定例会議を開催しました。

夏休みに印旛沼見学を中心にした新バージョンで

開校することを検討しています。

ご期待ください。     （ＴＡＮＡ＝Ｈ）

八千代と言う緑豊かな大地がある場所で

有りながら中々土に触れる機会が少ないの

ではと思い、土に触れ食物の育成を観察しな

がら食べ物の大切さと、生産の大変さを楽し

くわかってもらえればと思い始めて、農業体

験コースを開催してまいりました。

昨年同様ですが５月に植える時期のサツ

マイモ・落花生・ゴーヤの植え付けから始り

月に１回の除草作業・その時期に取れる野菜

を収穫しながらご家族一緒に楽しめるカリ

キュラムを考えております。

ヤマモモ

６月にはジャガイモ・先に植えておいたソラマメも収穫、７月にはゴーヤ・ヤングコーン、８

月にはスイカ・トウモロコシ、９月は落花生の収穫、１０月にサツマイモの収穫、除草作業など

を行い広い農地で楽しみながら勉強になるひと時を過ごせると思っております（たまに大変な時

もありますが）。この八千代でしか出来ない体験だと思っておりますのでご家族で是非お楽しみ

ください。（金室）

▲除草作業の後片付け

▲シート張り ▲小さな子どもたちも一緒に植付け

浅く広い沼にはユリカモメ（冬の鳥）・アジサシ・コアジサシ・カイツブリ

・カワウ・バン・オオバン・ハクセキレイ・セグロセキレイ等の水辺の鳥たち、

空を飛ぶ宝石と讃えられるカワセミや、水に飛び込んで魚を捕るミサゴの姿

を見つけたりする事も出来ます。一方空を見上げるとタカの仲間であるオオタ

カ・ハイタカ・チュウヒ・ノスリ等が飛翔しています。夏のアシ原では、オオ

ヨシキリ・セッカ等の鳴く姿が簡単に見つかります。オオジュリン・ツグミ・

アカハラ・シロハラと云った冬鳥たちは枯れた葦や真菰の原を遊び場として、

ベニマシコ（冬鳥）・カワラヒラ等はヤナギやハンノキに止り、印旛沼の自然

を旨く利用して生活しています。 田んぼの畦ではキジが冬にはタシギ・タヒ

バリ等、春にはヒバリが、林ではウグイス・エナガ・シジュウカラ・メジロ・

ヤマガラ・コゲラそして県鳥であるホオジロ等が賑やかな野鳥の姿が見る事が

出来ます



平成２５年３月２０日、晴天のもと神久保において餅米用田んぼの田

越しと炭焼き用の竹切りを実施しました。

オイコス会員に加え、働き盛りの男性や小学生など１５名が集まり、２組に分かれて夫々の作業をしました。

田耕し班は、ベテランが若手に耕運機を使いながら直接指導し技術を伝えました。理解が早く終わるころには

機械を十分こなせるまでになったようです。

竹切り班は地主さんがすでに切り倒してあった孟宗竹、約３０本を斜面から引きずりおろす事からスタートし、枝

払いの後、寸法切り、四つ割り、固縛と一連の作業をして小屋に積み上げました。後は自然乾燥を経て竹炭焼き

する事になります。小学生には初めて竹を切る体験もしてもらい、のこぎりを引

く手に力が入っていました。

青空のもと、暖かさを感じる気温の中での作業、いい汗をかきながらモクレン、

コブシの花が咲き誇り、また 何処から飛んで根付いたのか菜の花、水仙の花

が咲く場所での昼飯はまた格別であり、雑談をする楽しいひと時でもありました。

年々会員も年齢を重ね体力的には少しずつ下降気味であるが、適度な休憩

や、培った技で効率を上げ午後２時には全ての作業を終了し、疲れが残らぬよ

う願って解散しました。  （島）

平成２５年１月２５日(金) 印旛沼合同庁舎で行われ、１２件の発表

が有りました。

小学校～大学で６件、一般，ＮＰＯで６件です。オイコスでは小原事務局長が｢花輪川の環境

美化と水に関する自然環境調査｣と題して１年間の活動報告を、パワーポイントを使って行いま

した。

今年特に強調した点は

Ⅰ花輪川に流入する自噴水の水量、水質、流量調査―‐最上流４ケ所の自噴水量がその川の６，５％を占めている。

Ⅱ花輪川の放射線量の定期的な測定と観察である――場所により放射線量の差がかなりあるなど、データを基に考

察を加え、今後も測定を継続しデータを蓄積ゆく方針を伝えた。

発表の最後に、平成２４年１２月に環境省より『平成２４年度水・土壌環境保全活動功労者表彰』を受賞した事を報

告して終わりました。講評時に講師の先生、会場からも暖かい拍手をいただき、これも会員が日頃から地道な活動を

継続的に実施してきた結果だと思います。

全体好評では

１ 学校教育、家庭教育との連携を考えた子供の活動を考えてほしい。

２ 次世代に引き継ぐ活動がなされていて良好であり、自然は子供たちの故郷で

ある。

３ 体験活動は大切だが「活動あって学ぶ無し」にはなるな。

４ ＮＰＯ同士のリンクをしてほしい。活動が内向きにならないように。

などがあり我々の今後の活動にも反映していきたいと思います。(島)

菜の花エコウォーキングは

中止になりました
4 月 21 日（日）に予定されていた

菜の花エコウォーキングは一般市民

15 名以上の申し込みがあり、楽しみ

にされていましたが荒天のため中止

になってしまいました。秋にも開催を

予定していますのでまたご参加くだ

さい。（事務局）

日ごろの作業を振り返り、オイコスがどういう方法でどこに向かって

いくのかの再確認と、色々な係わりにどう対処していくのかをできるだけ多

くのメンバーと話あっていこうと、泊り込みの合宿を２月２３日（土）～２４日（日）、千葉県白子町のホテルカアナパリに

て１０人の参加で行いました。

討論の内容は花輪川の位置づけ、畑の学校をどうしたいのか、ヤマトミクリの係わり、毎年行っている米作りをどう

する、ホタルの調査が手薄になってきているがどうするのか、川の

学校をどうするのか、メンバー増強をどうするのか、などなどの毎

年行っている行事の位置づけなど熱心なデイスカッションがおこ

なわれ、活発な意見が出された会議となりました。夜には懇親会

が行われ、日ごろに不満などが出て、普段の定例会では話せな

い有意義な宴となりました。

あくる日は宿泊した６人で、前日の会議の内容と議題に上がら

なかった事についてのデイスカッションをして、１２時に会議を終

え１泊２日の中身の濃い充実した合宿でした。 （金室）

月 日 曜日 項目 月 日 曜日 項目 月 日 曜日 項目

４ １１ 木 イオンデー ７ １４ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜） １１ ３ 日 サポセン祭り参加（日程未定）

１２ 金 オイコス理事会 １５ 祭 田の草刈り ８ 金 オイコス理事会
１４ 日 花輪川作業・総会（第２日曜） ２１ 日 畑の学校農業体験 １０ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）・イオンデー

２８ 日 シロカキ（神久保田圃） ２９～３０ 川の学校（印旛沼見学） １１ 月 イオンデー

５ ３ 祭 シロカキ（2 回目） ８ ３ 土 田の草取り予備日、ホタル観察会（石神谷津） １２ ６ 金 オイコス理事会

５ 祭 田植（神久保田圃） ４ 日 畑の学校農業体験 ８ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）

１０ 金 オイコス理事会（川の学校企画） ９ 金 オイコス理事会 １１ 水 イオンデー

１１ 土 イオンデー １１ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）・イオンデー １４ 土 上久保竹林竹切り作業、忘年会

１２ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜） １８ 日 田の草刈り予備日 ２１ 土 餅つき会
１２ 日 畑の学校開校 サツマイモ植付け ９ ６ 金 オイコス理事会 H26/１ １０ 金 オイコス理事会

２６ 日 田の草刈り ８ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜） １１ 土 イオンデー

６ ７ 金 オイコス理事会 １１ 水 イオンデー １２ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）

９ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜） １４ 土 稲刈り、米ハザ架け ２０ 水 印旛沼環境基金助成金活動報告会

１１ 木 イオンデー ２９(土)～ 米脱穀、収穫 ２ ７ 金 オイコス理事会
２３ 日 畑の学校農業体験 10 ６ 日 畑の学校閉校式 ９ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）

２９ 土 田の草刈り 上旬 お米モミすり（配布） １１ 祭 イオンデー

下旬 ほたる調査開始 １１ 金 イオンデー・理事会 ３ ７ 金 オイコス理事会

7 １１ 木 イオンデー １３ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜） ９ 日 花輪川作業・定例会（第２日曜）

１２ 金 オイコス理事会 ２７ 日 花輪川エコウォーキング（クリーン作戦） １１ 火 イオンデー
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皆様の投票により、昨年皆様

が 収 めた 市 民税 の 1 ％ が

我々の活動資金になります。

今年も八千代オイコスへご投

票をお願いします。投票期間

は6月15日～7月31日まで、

詳細は広報やちよに掲載さ

れます。

八千代市 1％支援制度へ

投票のお願い！！

第 13 回社員総会が 4 月 14 日（日）、今年より会場を新たに八千代

市市民活動サポートセンター会議室にて開催しました。

オイコスメンバーでもある秋葉就一市議、子どもネット八千代・高田代表にも参加頂き午後 1 時より開始し「24 年

度事業報告及び 25 年度事業計画」の全てが承認され終了しました。

24 年度の一年間を振り返ってみると、なんと言っても残念な事は6 年間続けて来た＜川の学校＞を中止した事

です。一昨年の３．１１大地震で被害を一層大きくし日本を震撼させた福島原発事故により、広域にダメージをも

たらした放射線禍でした。我々の活動の中心地「花輪川」の一部に若干の汚染を検知し、あえて大事を取った結

果でした。

勿論通常活動である川の作業等は毎日継続して来ました。花輪川はいつもの流れの中、生き物調査によって

も自然の営みが変わらず観察され、魚類もトンボのヤゴも沢山息づいています。

25 年度の事業計画立案にあたり、2 月にオイコスメンバーで初めて 2 日間の合宿を行いました。基本行動の確

認、行動のマンネリ化防止、会員の増員対策等多くの案件を十分な時間の中で討議を重ねました。

新年度の取組みには決して目新しい事は有りませんが、オイ

コスの中核をなす「環境保全の為の行動」として花輪川事業を

前年に引き続き精力的に展開する事です。そして一年休止と

した＜川の学校＞を装い新たな内容で復活する事です。

又＜畑の学校＞も今後の発展的な先を見据えて行動します。

昨年 12 月に受けた環境省局長賞はオイコスの永年の活動に

対する評価であり、これを今後の活動の源泉として地域団体・

行政共々連携を取り合って一層の活動を進めて行きます。 （川瀬）
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